
森 ･ 酉 川

をTNに向けて下げた場合に大 きな anisotropicbroadeningを示 し .

時 としては強い narrowingを示す事がある♪

以上 ごく大 ざっぱな結果を まとめたが この中でla吊 b) は一般的に充分塵

解 し得る現象である･｡ ーた (ゞC匹 ついては少 くとも現在では理解困難な現象が

多 く .定性的にも .叉夷に定量的な段階 までに まだかな りの努力を要する と

思われ るo

ス ピ ン の 2 体 相 関

川 崎 泰 治 (名大 エ ー)

ス ピンの 2錬相関函数 のキユ 7)一点近傍における .ス ピン間の距離が大 き

い時 の漸近的振舞につ いての最近 の理論 的研究にっいて報告する凸 簡単 のた

め .単純な強磁性体に話を限る事にLTc以下の自発磁化 の方向をZ軸にと

る｡最初 の ミクロな立場か らあ歴論的畢扱いは ,分子場近似 を用いて.de

Gennes (1956)によってなされ相関函数 Gαは ) のフ- )エ変換 Gα (A)

(α-3･y･Z)のk一日での漸近型は次のように与 えられたO

吊 T> T｡ GZ(k)正

GZ(a) cr

1 1

r12 g12+k2

a-lEIR

z T-Tc応2H 仙

1 ~ a2 T c r
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(iD Tく Tc GI(k) よ I

r 12
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二次の 相転移

Tc-T

Tc

1
GX由 - 動 k'･7,:l許

〔Zは最近接 スピンの教 Iaは梅子定数 〕

最近の中性子 の臨界散乱 から E12ct-(T-rc)r･ r=Tl.50 (Fe)I 1.52

･Ni,Q 又一方級数- の方法で x･tL (T-Tc,r r軍 書(Heisenberg}･

な理論 とJよく合っ ているように思われるG しかし .ここで用いた0-Z型 の

増額は ､妄7-T｡iを有限にLFa志し正一甲にした蒔E･FLT正 しいもので ,Rを

尚定 し圭T-Tcト Oの極限 では0-Z型か らずれる専及 び帯覆審 の漸近

的な温変依存性はGE_a) の後者 の産院 と結びついて居 る尊を考 え合わせる時 .

実験 との一致に は疑問が残るt.G(R)の0-Zか らのずれの例 として2次元

Isingス ピンの場合があげ られるが ,こ,I)軍存ずれは .ス ピンの熟的なゆ

らぎの非線型効果 として大 ぎっばには崖解 できるか産床論に おけるヨIhTC 近
′ヽ

似に相当する希扱いでは5~次元 王singで G(聖)～r(R)ノ丞ピ (r招 きはせ
ち

いぜい 王nR毒蟹跡 争るやかな函数 )2次元 Ⅰsingで Gは 1-Ji/㌔ とな

り無視 したグ ラフの寄与 は .特に 三次元で小 さくない車 が示 され てい るo

Fisherは Gほ )～ a-βR/Rn とおいて.CG{tT-Tc)を仮定 し. (,1次元 一･

円 の結果 を用いて5次元 Isingの場合 花弓 を推論 しているO将来 実験の

精蜜が進んで . Tcの奄 く近 くでのG(~kl,の塾 の詳 しい測定がなされる葛

が望 まれる缶
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